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京都大学とオープンアクセス

• 2015年4月 「京都大学オープンアクセス方針」

• 京都大学の教員は学術雑誌掲載論文（の著者最終稿等の電子コピー）を京都大学学

術情報リポジトリ（KURENAI）で公開（グリーンオープンアクセス）

• 2019年6月 「京都大学学術情報リポジトリ運用指針」を改定

• 登録範囲に「各種研究成果物の根拠となる研究データ」を追加

• 2020年3月 「京都大学研究データ管理・公開ポリシー」

• 研究データを「知の基盤」と位置づけ、法・倫理的要件を守りつつ可能な限り公

開・利活用を促進

• 2024年2月 内閣府「学術論文等の即時OAの実現に向けた基本方針」

• 科研費等の対象となる競争的研究費を受給する研究者はその研究成果である査読付

き学術論文と根拠データを原則として機関リポジトリで公開



京都大学学術情報リポジトリ（KURENAI）

• 京都大学の機関リポジトリとして2006年に運用開始
• 248,223件の研究成果を公開（2026/2/25時点）

• 2025年にデザインをリニューアル
• Transparent Ranking of Repositories 2025の機関

リポジトリ部門にて世界第6位、国内第1位
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.29099234
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KURENAI公開支援システム 

• 京都大学の研究者とその支援者が、
KURENAIに論文、研究データ等の研究成
果をデポジットするためのシステム

• 2025年2月27日にリニューアル

• ワンストップで研究データをデポジット可能
• 投稿中・投稿予定の論文の根拠データを、KURENAI公開前に

査読者とのみ共有することができるシークレットURL機能
⇨ 論文の査読中といった従来よりも早い段階から、研究者の
研究活動をサポート

https://openaccess.kulib.kyoto-u.ac.jp/researcher/registration
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KURENAIでの研究データの公開

• 2019年の「京都大学学術情報リポジトリ

運用指針」の改定（登録範囲として研究

データを追加）以降、増加傾向にある。

• 特にKURENAI公開支援システムをリニュ

ーアルした2025年には研究データの件数

が大幅に増加している。

• 公開されている研究データ：日本語の研究データや分野別リポジトリが

あまり整備されていない領域の研究データ

⇨ 既存の基盤では受け皿となりにくい研究データ等、幅広い研究デー

タの公開基盤として機能して、京都大学の多様な研究成果の発信に貢献



KURENAIの利用

• これまでに数多くダウンロード・利用さ

れている。

• KURENAIでグリーンオープンアクセスとし

て公開された論文は、異分野からの被引用数

を増加させる ⇨ 学際的研究に貢献

• 近年の傾向として、生成AIのプロンプト

経由でのアクセスが増加している。



KURENAIの利用

• グローバルなアクセスの拡大：生成AI経由でのアクセスは海外からの割合

が比較的高い

• 生成AI経由での海外からのアクセスの割合 54.19%

• その他の海外からのアクセスの割合 45.62%

⇨ 地理・言語の障壁を超えたコンテンツの利用の促進

• 利用されるコンテンツの多様化：生成AI経由でアクセスされるコンテンツ

は、検索エンジン経由のものとは大きく異なる傾向

• google.com経由とyahoo.co.jp経由での各ファイルのアクセス数の相関：0.66

• google.com経由とChatGPT経由での各ファイルのアクセス数の相関：0.22

⇨ 利用されるコンテンツが多様化し、従来と異なる切り口で知的活動に貢献



まとめ
• 京都大学でははやくからオープンアクセス方針を採択するなど、論文と研究データの

オープンアクセスに取り組んできた。

• 京都大学学術情報リポジトリ（KURENAI）が、オープンアクセスを実現するための基盤

である。

• 京都大学の多様な研究成果の発信に貢献

• KURENAI公開支援システム ⇨ ワンストップでの研究データの公開

• シークレットURL機能 ⇨ 早い段階から、研究者の研究活動をサポート

• KURENAIで公開された研究成果は多く利用されている。近年は生成AIを経由したアクセ

スが増加していて、従来よりも多様な研究成果にアクセスが広がっている。現在は生成

AI経由では文献へのアクセスが中心である。

• 生成AI等多様なエージェントと研究データの関係の動向の注視を含めて、幅広い知的活

動に貢献できるリポジトリとして発展させていきたい。
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